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１．計画の位置付け

本計画は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第６条に基づく一般廃棄物

処理計画のうち、生活排水処理に関する計画として策定するものです。

本計画では、市が長期的・総合的視点に立って、公共用水域の良好な水質の

確保と快適に暮らせる環境づくりの推進に向け、生活に伴い発生する生活排水

の処理対策を計画的に行うため、目標年次における行政区域内の生活排水をど

のような方法で、どの程度処理していくのかを定めるとともに、生活排水処理

を行う過程で発生する汚泥の処理方法を定めるなど、生活排水の処理に係る基

本的な方針を定めています。

２．生活排水処理に係る理念、目標

生活排水の適正処理は公共用水域の水質保全と生活環境の向上に資するもの

として本市では昭和４７年より公共下水道の整備を開始してから、これまで下

水道など、集合型排水処理施設の整備や個別排水処理施設である浄化槽の設置

の促進を積極的に進めてきました。その結果、令和５年度末の生活排水処理率

（水洗化人口／行政区域内人口）は９４．３％と平成２５年度末の９１．５％

と比較して向上しています。しかし、一方では生活雑排水未処理世帯（みなし

浄化槽）と非水洗化世帯（汲取り）が併せて５．７％存在し、生活雑排水が未

処理のまま公共用水域に放流されているため、水質汚濁の一因となっています。

今後、より安全で清らかな水環境のあるまちづくりを行っていくために、本

市では「循環型社会の形成 ～ 健全な水の循環が確保された生活環境の実現

～ 」を理念に掲げ、「公共用水域の水質保全と生活環境の向上のため、生活等

により発生した汚水は全て適正に処理したうえで放流する」ことを目標に生活

排水対策を推進していきます。

そして、この生活排水処理の目標は、市民・事業者（以下、「市民等」という。）

の理解と協力を得て進められるものであるため、下水道処理区域の市民等に対

しては下水道への早期接続について、下水道処理区域外の市民等に対しては浄

化槽の設置について、戸別訪問などにより指導・啓発し、最終的には全ての家

屋・事業所（以下、「家屋等」という。）からの排水が適正に処理され公共用水

域に放流されるように取り組んでいきます。

また、本市を流れる代表的な河川には、日本海に注ぐ神通川水系の宮川・川

上川・大八賀川・小八賀川・荒城川、同じく日本海に注ぐ庄川、太平洋に注ぐ

木曽川水系の飛騨川・八尺川・無数河川など多数あり、いずれも各水系の最上

流部にあたります。本市が各河川流域の水質を保全する責任は重大であり、生

活排水を処理することの事業効果は、本市にとどまらず、下流市町村にも大き

く貢献すると考えます。



2

３．生活排水処理施設の整備方針

生活排水対策としては、市民等に対する生活排水等の適正処理に関する周知、

啓発とともに、生活排水を処理する施設の整備をすすめていくことが必要です。

本市では、人口密集地には集合型排水処理施設を整備し、分散して立地して

いる地域の家屋等については個別排水処理施設により生活排水を処理すること

としており、地域ごとの生活排水処理施設の整備方針は次のとおりとします。

① 下水道（農業集落排水処理施設を含む）など集合型排水処理施設で生活排

水の処理を行う地域においては、施設の統廃合を含めた効率的な整備を推進

します。

② 既に整備の終了している下水道処理区域内で、みなし浄化槽（単独処理浄

化槽）を設置、もしくは汲み取りによってし尿を処理している家屋等につい

ては、下水道への切替えを促進します。

③ 個別の排水処理施設により生活排水を処理する地域の家屋等については、

浄化槽（合併処理浄化槽）の設置を促進します。

４．目標年次

本市の生活排水処理基本計画の計画期間は令和７年度から令和１６年度の１

０年間とし、目標年次は計画最終年度の令和１６年度とします。なお、諸条件

に大きな変動のあった場合には、計画の見直しを行うものとします。

５．生活排水の排出の状況

本市における平成３１年度から令和５年度までの処理形態別人口の推移でみ

る生活排水の排出状況を表 5.1 に示します。

なお、各年度の人口については年度末の人口で表示しており、以降も同様と

します。
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表 5.1 生活排水の排出の状況（処理形態別人口） （単位：人）

平成

３１年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

行政区域内人口 86,905 85,939 84,671 83,537 82,644

⑴ 水洗化・生活雑排水処理人口 81,558 80,982 79,794 78,765 77,974

①下水道 68,048 67,728 66,742 66,332 65,773

②農業集落排水処理施設 8,645 8,482 8,365 7,812 7,660

③浄化槽 4,865 4,772 4,687 4,621 4,541

⑵ 水洗化・生活雑排水未処理人口

（みなし浄化槽）

1,875 1,726 1,698 1,674 1,640

⑶ 非水洗化人口（汲取り） 3,472 3,231 3,179 3,098 3,030

※ 簡易排水処理施設、小規模集合排水処理施設、個別排水処理施設について

は浄化槽として取り扱います（以降も同様とします）。

※ 生活排水のうち、し尿は下水道、農業集落排水処理施設、浄化槽、及びみ

なし浄化槽により処理されています。

生活排水の排出状況について、令和５年度末における処理形態別の水洗化人

口の行政区域内人口に占める割合は、下水道（単独公共下水道１処理区、特定

環境保全公共下水道１０処理区）が７９．６％、農業集落排水処理施設（２４

地区）が９．２％、浄化槽が５．５％であり、あわせて９４．３％の人口が水

洗化されており、生活排水が適正に処理されています。下水道等の整備が進む

に従い、水洗化人口も増加してきています。

また、みなし浄化槽、非水洗化の行政区域内人口に占める割合はそれぞれ２．

０％、３．７％であり、あわせて５．７％の生活雑排水が処理されないまま公

共用水域に放流されています。

生活雑排水が未処理の理由については、下水道がまだ整備されていない地域

があること、下水道の整備済地域において未接続の家屋等があること、下水道

が整備されない地域において浄化槽への転換が進んでいないことによるもので

す。
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６．生活排水の処理主体

本市における生活排水の処理主体は、次表のとおりです。

表 6.1 生活排水処理の処理主体

処理施設の種類
対象となる

生活排水の種類
処理主体

(1) 下水道 し尿及び生活雑排水 高山市

(2) 農業集落排水処理施設 し尿及び生活雑排水 〃

(3) 浄化槽 し尿及び生活雑排水 高山市、市民等

(4) みなし浄化槽 し 尿 市民等

(5) し尿処理施設 し尿及び浄化槽汚泥 高山市

７．生活排水の処理計画

①処理の目標

「２．生活排水処理に係る理念、目標」を達成するため、最終的には全て

の生活排水を下水道、農業集落排水処理施設及び浄化槽で処理することを目

標としますが、本計画期間においては目標年度の生活排水処理率を９５％と

し、各事業を推進するものとします。

ア 生活排水の処理目標

現 在

（令和 5年度）

目標年度

（令和 16年度）

生活排水処理率 94.3％ 95％

イ 人口の内訳

現 在

（令和 5年度）

目標年度

（令和 16年度）

1 行政区域内人口 82,644 人 69,000 人

2 水洗化・生活雑排水処理人口 77,974 人 65,600人
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ウ 生活排水の処理形態別内訳

現在

令和 5年度

目標年度

令和 16年度

行政区域内人口 82,644 人 69,000人

(1) 水洗化・生活雑排水処理人口 77,974 人 65,600人

①下水道 65,773 人 56,100 人

②農業集落排水処理施設 7,660 人 5,800 人

③浄化槽 4,541 人 3,700 人

(2) 水洗化・生活雑排水未処理人口

（みなし浄化槽）

1,640 人 1,200 人

(3) 非水洗化人口（汲取り） 3,030 人 2,200 人

②生活排水を処理する区域及び人口等

ア．下水道で処理する区域及び人口等

本市では、下水道事業が１１処理区（うち公共下水道１処理区、特定

環境保全公共下水道１０処理区）で行われています。

処理施設 処理区名称
場 所

（地 域）

計画処理

区域

計画処理人口

(観光人口含)

公共下水道 宮川処理区 高山 2,200.0ha 56,450 人

(56,450 人)

特定環境保全

公共下水道

（10処理区）

荘川処理区 荘川 27.0ha 860 人 (1,230人)

宮処理区 一之宮 73.0ha 2,800人 (3,800人)

久々野処理区 久々野 86.0ha 1,938 人 (1,938人)

朝日処理区 朝日 48.0ha 1,640人 (1,640人)

宇津江処理区 国府 29.0 ha 1,200 人 (1,200人)

国府処理区 国府 142.0 ha 3,990 人 (3,990人)

平湯処理区 奥飛騨温泉郷 37.0 ha 170 人 (750 人)

新平湯処理区 奥飛騨温泉郷 99.6 ha 520 人 (950 人)

本郷処理区 上宝 27.0 ha 860 人 (860 人)

栃尾処理区 奥飛騨温泉郷 48.7 ha 490 人 (2,250人)
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イ．農業集落排水処理施設で処理する区域及び人口等

本市では農業集落排水事業が２４地区で行われています。

処理施設 地区名称
場 所

（地 域）

計画処理

区域

計画処理人口

(観光人口含)

農業集落排水

処理施設

（24施設）

生井地区 高山 12.5 ha 93人 ( 100 人)

滝地区 高山 23.2 ha 166 人 ( 170 人)

岩井地区 高山 46.0 ha 239 人 ( 270 人)

丹生川中央地区 丹生川 121.0 ha 1,300人 (2,030 人)

桐山地区 丹生川 22.6 ha 143 人 ( 180 人)

板殿地区 丹生川 49.0 ha 78人 ( 90 人)

大萱地区 丹生川 32.0 ha 247 人 ( 270 人)

北平地区 丹生川 65.0 ha 512 人 ( 630 人)

坊方地区 丹生川 115.8 ha 387 人 (1,330人)

細下地区 丹生川 97.8 ha 499 人 ( 670 人)

折敷地地区 丹生川 20.7 ha 153 人 ( 240 人)

旗鉾地区 丹生川 6.2 ha 116人 ( 190 人)

三日町地区 清見 238.0 ha 1,901人 (3,150人)

大原地区 清見 15.0 ha 122 人 ( 630 人)

六厩処地区 荘川 32.0 ha 66人 ( 110人)

野々俣地区 荘川 44.6 ha 226 人 ( 370 人)

柳島地区 久々野 25.0 ha 213 人 ( 250 人)

久々野東部地区 久々野 81.3 ha 634 人 ( 800 人)

秋神地区 朝日 144.9 ha 488 人 ( 950 人)

名張地区 国府 75.0 ha 380 人 ( 430 人)

桐谷地区 国府 18.3 ha 133 人 ( 140 人)

富士地区 国府 260.8 ha 977 人 (1,810人)

見座地区 上宝 55.9 ha 379 人 ( 410 人)

長倉地区 上宝 37.8 ha 125 人 ( 200 人)

ウ．浄化槽で処理を推進する区域及び人口等

経済比較の結果、個別に排水処理施設を設置するのが有利であると判

断された地域の家屋等については浄化槽の設置を促進しており、計画処

理人口は２，６００人となっています



7

③施設の整備状況及び整備計画の概要

ア．下水道で処理する区域

本市で行われている下水道事業は１１地区ありますが、全ての地区で

整備は完了しています。

処理施設名 計画処理区域 計画処理人口 整備状況

下水道 （公共）

（特環）

宮川

荘川

宮

久々野

朝日

宇津江

国府

平湯

新平湯

本郷

栃尾

（2,200.0 ha）
（ 27.0 ha）
（ 73.0 ha）
（ 86.0 ha）
（ 48.0 ha）
（ 29.0 ha）
（ 142.0 ha）
（ 37.0 ha）
（ 99.6 ha）
（ 27.0 ha）
（ 48.7 ha）

56,450 人

860 人

2,800 人

1,938 人

1,640人
1,200 人

3,990 人

170 人

520 人

860 人

490 人

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

イ．農業集落排水処理施設で処理する区域

本市で行われている農業集落排水事業は２４地区ありますが、全ての地

区で整備は完了しています。

処理施設名 計画処理区域 計画処理人口 整備状況

農業集落排水

処理施設

生井

滝

岩井

丹生川中央

桐山

板殿

大萓

北平

坊方

細下

折敷地

旗鉾

三日町

大原

六厩

野々俣

（ 12.5 ha）
（ 23.2 ha）
（ 46.0 ha）
（121.0 ha）
（ 22.6 ha）
（ 49.0 ha）
（ 32.0 ha）
（ 65.0 ha）
（115.8 ha）
（ 97.8 ha）
（ 20.7 ha）
（ 6.2 ha）
（238.0 ha）
（ 15.0 ha）
（ 32.0 ha）
（ 44.6 ha）

93人
166 人

239 人

1,300 人

143 人

78 人

247 人

512 人

387人
499 人

153 人

116人
1,901 人

122 人

66 人

226 人

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み
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処理施設名 計画処理区 計画処理人口 整備状況

農業集落排水

処理施設

柳島

久々野東部

秋神

名張

桐谷

富士

見座

長倉

（ 25.0 ha）
（ 81.3 ha）
（144.9 ha）
（ 75.0 ha）
（ 18.3 ha）
（260.8 ha）
（ 55.9 ha）
（ 37.8 ha）

213 人

634 人

488 人

380 人

133 人

977 人

379 人

125 人

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

整備済み

ウ．浄化槽で処理を推進する区域

個別に排水処理施設を設置するのが有利と判断した地域において、浄

化槽が設置されていない家屋等については、積極的に浄化槽の設置を促

進していきます。

処理施設 計画処理区域 計画処理人口 整備状況

浄化槽 市内全域 2,600人 整備を促進中

エ.し尿処理施設

本市にはし尿及び浄化槽汚泥（以下、「し尿等」という。）し尿処理施設

が２か所、整備されています。

し尿処理施設名 計画処理区域 処理能力 整備状況

環境センター

久々野衛生ｾﾝﾀｰ

高山、丹生川、

清見、荘川地域

久々野、朝日、

一之宮、高根地域

80 kl/日

25 kl/日

整備済み

整備済み

８．し尿等の処理計画

①現況

ア．収集・運搬の状況

市内で発生するし尿等については、市が許可した一般廃棄物の収集・

運搬事業者が収集し、し尿処理施設へ運搬しています。

また、一部地域（国府・上宝・奥飛騨温泉郷地域）においては、行政

区域外（飛騨市）のし尿処理施設に運搬しています。
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イ．中間処理の状況

高山、丹生川、清見、荘川の各地域で発生したし尿等は、し尿処理施

設である環境センターで前処理（不純物を除去する処理工程）を行った

後、宮川終末処理場（以下、「下水道センター」という。）で処理してい

ます。

久々野、朝日、一之宮、高根の各地域で発生したし尿等は、久々野衛

生センターで中間処理を行った後、残った汚泥を脱水し、下水道センタ

ーに運搬しています。

国府地域、上宝地域（奥飛騨温泉郷を含む）で発生したし尿等は、飛

騨市のみずほクリーンセンターで処理しています。

なお、市内にあるし尿処理施設の概要について以下のとおり示します。

「環境センター」

所 在 地：高山市冬頭町 655 番地 2
敷地面積：9,501m2

竣工年月：昭和 61 年 3月
処理能力：80 kl/日（し尿：71kl/日、浄化槽：9kl/日）

処理方式：高負荷酸化処理方式

稼 働 率：48%（令和 5 年度）

「久々野衛生センター」

所 在 地：高山市久々野町久須母 195 番地

敷地面積：3,146m2

竣工年月：昭和 60 年 3月
処理能力：25 kl/日（し尿：2kl/日、浄化槽：23kl/日）

処理方式：高負荷脱窒素処理方式＋凝集沈殿＋砂ろ過＋活性炭吸着

稼 働 率： 86%（令和 5 年度）

ウ．最終処分の状況

し尿処理施設において中間処理を行った後に残った汚泥は、最終的に

下水道センターの焼却炉で焼却しています。

なお、焼却後に発生する焼却灰については、資材化利用を行っていま

す。

飛騨市のし尿処理施設で処理されたし尿等についても、残った汚泥を

最終的に焼却炉で焼却処分しています。
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②し尿等の排出状況

「７ ① ウ．生活排水の処理形態別内訳」に基づく、し尿等の排出状況を

表 8.1に示します。

表 8.1 し尿等の排出状況

現 在

（令和 5年度）

目標年度

（令和 16年度）

汲み取りし尿 3,821 kl/年 2,760 kl/年

みなし浄化槽汚泥 3,609 kl /年 2,440 kl/年

浄化槽汚泥 9,994 kl /年 8,200 kl/年

合 計 17,424 kl /年 13,400 kl/年

本市における平成３１年度から令和５年度までのし尿等の処理実績を、表

8.2に示します。

表 8.2 し尿等の処理の推移

年 度 平成

３１年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

行政区域内人口 (人) 86,905 85,939 84,671 83,537 82,644

浄

化

槽

浄化槽人口 (人) 4,865 4,772 4,687 4,621 4,541

みなし浄化槽人口 (人) 1,875 1,726 1,698 1,674 1,640

合 計 (人) 6,740 6,498 6,385 6,295 6,181

非水洗化人口 (人) 3,472 3,231 3,179 3,098 3,030

処

理

量

し尿処理量 (kl/年) 4,748 4,165 4,082 4,040 3,821

浄化槽汚泥量 (kl/年) 9,698 9,429 9,219 9,522 9,994

みなし浄化槽汚泥量 (kl/年) 3,737 3,410 3,340 3,450 3,609

合 計 (kl/年) 18,183 17,004 16,641 17,012 17,424

原

単

位

し 尿 (l/人・日) 3.74 3.53 3.51 3.57 3.44

浄化槽汚泥 (l/人・日) 5.02 5.01 4.98 5.22 5.58

みなし浄化槽汚泥 (l/人・日) 5.02 5.01 4.98 5.22 5.58
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③し尿等の処理計画

ア．排出抑制・資材化の計画

排出抑制については、浄化槽が正常稼働することで、生活排水の分解

を促進し、減量化が図られるため、保守点検、法定検査及び清掃を定期

的に行うよう、市民等に対し周知を行います。また、破損等により浄化

槽や汲み取り便槽等へ雨水や異物の混入が生じないように徹底していき

ます。

資材化については、環境センター及び久々野衛生センターから搬出さ

れる汚泥は現行どおり、下水道センターで焼却した後、最終的に資材化

利用に努めます。

イ．収集・運搬の計画

市内で発生するし尿等の収集・運搬体制は、現行どおり市が許可した

一般廃棄物の収集・運搬事業者によるものとし、し尿処理施設へ運搬し

ます。

また、一部地域（国府・上宝・奥飛騨温泉郷地域）においても市の許

可事業者により、飛騨市のし尿処理施設へ運搬します。

ウ．中間処理の計画

下水道の整備や人口減少等によりし尿等の排出量は今後も減少してい

くことが予想されるため、し尿処理施設については現有能力で中間処理

が十分に可能であると考えられることから、現行どおり環境センター及

び久々野衛生センターで中間処理を行い、できる限り減量化した後、残

った汚泥を下水道センターへ運搬します。

一部地域で発生したし尿等も現行どおり、飛騨市のし尿処理施設で処

理します。

エ．最終処分の計画

環境センター及び久々野衛生センターで中間処理後に残った汚泥は、

最終的には下水道センターの焼却炉で焼却します。焼却後に発生する焼

却灰については、資材化利用を行います。

飛騨市のし尿処理施設において処理されたし尿等についても最終的に

焼却処分します。
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９．その他

家屋等で発生した汚水を適正に処理することで、暮らしやすい生活環境と流

域の良好な水質を確保できることから、生活排水対策は処理施設の整備や普及

活動が主要な施策となりますが、下水道への接続、浄化槽の設置を行った後も

自然環境や処理施設への負荷を低減させるための取り組みが必要であり、その

必要性についても市民等にわかりやすく広報・啓発を行っていくことが重要で

す。

そのため、下水道の日にあわせて行う「下水道いろいろコンクール」や出前

講座、下水道センターの見学受入れ、啓発資料の配布など様々な機会を通して

生活排水による自然環境や処理施設への負荷軽減を進めるための活動に取り

組んでいきます。
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生活排水処理人口予測

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

行政人口（人） 79,602 78,081 76,560 75,039 73,519 72,615 71,711 70,807 69,903 69,000

生
活
排
水
処
理

下水道
普及人口（人） 66,281 65,014 63,747 62,480 61,217 60,711 60,205 59,699 59,193 58,690

水洗化人口（人） 63,353 62,143 60,933 59,723 58,511 58,029 57,547 57,065 56,583 56,050

農業集落排水

処理施設

普及人口（人） 7,831 7,681 7,531 7,381 7,223 7,018 6,803 6,588 6,373 6,160

水洗化人口（人） 7,378 7,237 7,096 6,955 6,814 6,611 6,408 6,025 6,002 5,800

浄化槽
普及人口（人） 4,375 4,292 4,209 4,126 4,040 3,972 3,904 3,836 3,768 3,700

水洗化人口（人） 4,375 4,292 4,209 4,126 4,040 3,972 3,904 3,836 3,768 3,700

計
普及人口（人） 78,487 76,987 75,487 73,987 72,490 71,701 70,912 70,123 69,334 68,550

水洗化人口（人） 75,106 73,672 72,238 70,804 69,365 68,612 67,859 67,106 66,353 65,600

みなし浄化槽処理人口(人） 1,578 1,547 1,516 1,485 1,459 1,407 1,355 1,303 1,251 1,200

汲取り人口(人) 2,918 2,862 2,806 2,750 2,695 2,596 2,497 2,398 2,299 2,200


